











































調査地番号 調査地名 群 落名 調査年月日
NU1 字伊是名 サカキカズラ群落 1992年9月27日
N31 同上 ハカマカズラーナンテンカズラ群落 1987年11月27日
N32 同上 同上 同上
N90 同上 リュウキュウテイカカズラ群落 1987年12月3日
N92 同上 ヘクソカズラーリュウキュウポタンズル群落 1987年12月16日
N93 同上 同上 同上
N125 同上 同上 同上
N137 同上 ハカマカズラーナンテンカズラ群落 1987年12月17日
N169 同上 リュウキュウテイカカズラ群落 1987年12月18日
N200 同上 ノアサガオ群落 1987年12月29日
N211 同上 エビズル群落 1987年12月31日
N89 字仲田 シイノキカズラ群落 1988年1月4日
N97 同上 ヘクソカズラーリュウキュウポタンズル群落 1987年12月16日
N100 同上 同上 同上
N129 同上 イルカンダ群落 1988年1月4日
N130 同上 同上 同上
N131 同上 同上 同上
N132 同上 同上 同上
N111 字勢理客 ヘクソカズラーリュウキュウポタンズル群落 1987年12月16日
N112 同上 同上 1987年12月16日
N116 字勢理客 ヘクソカズラーリュウキュウポタンズル群落 同上
N101 字諸見 同上 同上
N128 同上 エビズル群落 1988年1月4日
N163 同上 同 上 1987年12月17日
N167 同上 同上 同上
N168 同上 同 上 同上
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落とモクタチバナーヤブニッケイ群落（武内ほか1978）が中心をなして、よくまとまって残っ
ている。しかし同林の種組成や構造は貧弱である。
II．調査方法
調査はZM学派の植生調査法(Braun-Blanquetl964)に従って、伊是名島の海岸から丘陵に
発達している植物群落を対象とした。
植生調査資料を得た地点名と調査年月日は表1に示しておいた。
植物種の和名は初島（1976）によった。
III．調査結果
つる植物群落の記載
伊是名島から27個の植生調査資料が得られた。これらの資料は表操作した結果、8群落2亜
群落に類型区分された。
なお本稿ではこれまで発表された他地域のつる植物群落との比較は保留した。
①、ナンテンカズラ群落（表2）
a.相観
木本植物群落。
b.群落の形態
構成種は2～3種を数えた｡植被率は90～100%を示し､旺盛に繁茂していた｡生育地はチャー
トの露出する広義の海岸的環境であった。支持木はアダン・ソテツ・シマグワ・トベラ・アコ
ウ・オオハマボウ・ガジマル・クスノハカエデ・ネズミモチであった。
c・群落区分
マメ科のナンテンカズラとハカマカズラが優よし、同2種で区分された。
d・群落の動態
支持群落は相対的に植生自然度の低い自然植生と判定された。隣接して道路があった。
②、シイノキカズラ群落（表2）
a.相観
木本植物群落。
b.群落の形態
構成種は4種であった。植被率は70％を示していた。生育地はチャートの露出する広義の海
岸的環境であった。支持木はトベラ・ヤブニッケイ・サルカケミカンであった。
c・群落区分
マメ科のシイノキカズラが優占し、同種で区分された。
d・群落の動態
支持群落は比較的植生自然度の高い自然植生と判定された。隣接して歩道があった。
③、ノアサガオ群落（表2）
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a・相観
多年生草本群落。
b・群落の形態
構成種は3種を数えた。植被率は80%であった。生育地は砂丘地で広義の海岸的環境であっ
た。支持木はアダン・シマグワであった。
c・群落区分
ヒルガオ科のノアサガオが優占し、同種で区分された。
d・群落の動態
支持群落は植生自然度の低い代償植生と判定された。隣接して道路や墓地が散在していた。
④、ヘクスソカズラーリュウキュウボタンズル群落（表2）
a・相観
多年生草本群落。
b・群落の形態
構成種は2～5種を数えた。植被率は80～95%で、植分間に差があった。生育地は集落域の
空き屋敷に多かった。支持木および支持物は屋敷内のフクギ・シマグワ・ブッソウゲ・マサキ
やサンゴの石垣が中心をなしていた。
c・群落区分
キンポウゲ科のリュウキュウボタンズルが優占し、同種とヘクソカズラ・ツルソバて区分さ
れた。
同群落は典型亜群落とコバノハスノハカズラ亜群落に下位区分された。
d・群落の動態
集落域という三次的自然であるために、植生自然度は極度に低いと判定された。
⑤、エビズル群落（表2）
a・相観
木本植物群落。
b.群落の形態
構成種は1～4種を数えた。植被率は80～90%であった。生育地はチャートの露出地や砂岩
の地層であった。支持木はアダン・ハマピワ・スクノハカエデ・シマグワ・シバニッケイ・ア
カメガシワ・タブノキ・リュウキュウマツであった。
C.群落区分
ブドウ科のエピズルが優占し、同種で区分された。
d・群落の動態
支持群落は植生自然度の低い代償植生と判定された｡隣接して道路やサトウキビ畑があった。
⑥、リュウキュウテイカカズラ群落（表2）
a・相観
木本植物群落。
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b・群落の形態
構成種は1～2種を数えた。植被率は90%を示していた。生育地は砂岩層の台地段丘であっ
た。支持木はリュウキュウマツ・クチナシであった。
c・群落区分
キョウチクトウ科のリュウキュウテイカカズラで区分された。
d・群落の動態
支持群落は植生自然度の低い代償植生と判定された。隣接して道路やサトウキビ畑が見られ
た。
⑦．イルカンダ群落（表2）
a・相観
木本植物群落。
b・群落の形態
構成種は1～2種を数えた。植被率は85～90％を示していた。生育地は砂岩層の台地段丘で
あった。支持木はリュウキュウマツ・クロキ・アカメガシワであった。
c・群落区分
マメ科のイルカンダが優占し、同種で区分された。
d・群落の動態
支持群落は植生自然度の低い代償植生と判定された。
⑧、サカキカズラ群落（表2）
a・相観
木本植物群落。
b・群落の形態
構成種は1種を数えた。植被率は100%を示し、旺盛に繁茂していた。生育地は砂岩層の台地
段丘であった。支持木はヤブニッケイ・ホルトノキであった。
c・群落区分
キョウチクトウ科のサカキカズラで区分された。
d・群落の動態
支持群落は相対的に植生自然度の高い自然植生と判定された。隣接して道路があった。
Ⅳ、考察
つる植物群落の生態と分布
伊是名島の8個のつる植物群落について、生態および分布の視点から考えてみよう。
広義の海岸域には、ハカマカズラーナンテンカズラ群落、シイノキカズラ群落とエピズル群
落が分布している。この三つの群落は海岸および海岸的環境下に成立する低木林～高木林と強
い結びつきのある群落と考えられる。前二者は年間の種子の生産量が少なく、後者は多い。
集落域には、ヘクソカズラーリュウキュウボタンズル群落が分布している。この群落は屋敷
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内外のサンゴの石垣上や低木～高木の樹冠を生活の場とし、人間の生活様式と深い関係がある
と思われる。同群落の分布密度は集落域で最も高く、同域外では極稀に観察されるにとどまる。
同群落の年間の種子の生産量は多い。
集落域外の海岸域、低地や台地段丘の道路・耕地・代償植生の断片には、ノアサガオ群落が
分布している。この群落はヘクソカズラーリュウキュウボタンズル群落の次に人間の生活様式
を強く反映していると考えられる。同群落の年間の種子の生産量は少ない。
台地段丘や丘陵上の孤立木の樹冠や低木林～高木林の林冠と林縁には、エビズル群落・リュ
ウキュウテイカカズラ群落・イルカンダ群落・サカキカズラ群落が分布している。前者のエビ
ズル群落は海岸から丘陵地まで、その分布範囲は広い。後三者の群落は内陸環境に生育の中心
があるものと推定される。エビズル群落とリュウキュウテイカカズラ群落とサカキカズラ群落
は相対的に年間の種子の生産量が多く、一方イルカンダ群落は少ない。
以上8個の植物群落は、生活形がつる型であるからつる植物群落にまとめられる。また同群
表2．伊是名島のつる植物群落の区分表
①ハカマカズラーナンテンカズラ群落②シイノキカズラ群落③ノアサガオ群落
④ヘクソカズラーリュウキュウボタンズル群落(a・典型亜群落b・コバノハスノハカズラ亜群落）
⑤エビズル群落⑥リュウキュウテイカカズラ群落⑦イルカンダ群落
⑧サカキカズラ群落
⑧
－
⑦⑤⑥
－－
②③
－－
④①群 落
亜群落
出現種数の範囲
調査区数
群落区分種
ナンテンカズラ
ハカマカズラ
シイノキカズラ
ノアサガオ
リュウキュウボタンズル
ヘクソカズラ
ツルソノ、
亜群落区分種
コバノハスノハカズラ
群落区分種
エビズル
リュウキュウテイカカズラ
イルカンダ
サカキカズラ
随伴種
リュウキュウウマノスズクサ
ツルグミ
a b
1－41－2
5 2
1－2
4
１
１
2－3
6
3－5
4
３
１
2－3
3
４
１
V4-5
1V2
111+_】
● 1】1＋
2＋・1＋
● 1＋。
５
２
１
４
１
＋
４
２
３
「
０
０
１
Ｊ
一一一
１
一
一
一
一
十
一
一
３
一
一一一
ｒ
０
Ｉ
１
Ｌ
芸三ﾄ妾
1】 1＋
1， ●
1＋
l】
出現1回の種、セイロンベンケイ、オキナクサルトリイバラ、カニクサ、オオイタビ、ヤンバルセンニンソウ、ヤ
ブカラシ
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落群は空間的配列の構造から言えば、生態的に同位の群落と考えられる。
ところでこれらの群落はマント群落と言えるでしょうか。生態学辞典（沼田編1983）によ
れば、マント群落とは林縁の低木･つる植物から成る群落の総称である。この定義からすれば、
ハカマカズラーナンテンカズラ群落・シイノキカズラ群落・エビズル群落・リュキュウテイカ
カズラ群落・イルカンダ群落・サカキカズラ群落・ノアサガオ群落･ヘクソカズラーリュウキュ
ウボタンズル群落の8群落はマント群落に属することになるでしょう。しかしノアカザオ群落
とヘクソカズラーリュウキュウボタンズル群落は集落域や道路・耕地などの人工環境下に分布
し、同島の森林植生に対しての生態的地位や構造的・機能的関係が不明なので、ここではマン
ト群落に含めるかどうかについては保留しておきたい。
1．伊是名島のつる植物群落について、27個の植生調査資料に基づき表操作した結果、8群落
2亜群落が区分され、それぞれの単位について記載した。認められた植生単位は以下の通り
である。
①ハカマカズラーナンテンカズラ群落②シイノキカズラ群落③ノアカザオ群落④ヘク
ソカズラーリュウキュウボタンズル群落(a.典型亜群落、b・コバノハスノハカズラ亜群
落）⑤エビズル群落⑥リュウキュウテイカカズラ群落⑦イルカンダ群落⑧サカキカズ
ラ群落
2．8個のつる植物群落は次のように整理された。ハカマカズラーナンテンカズラ群落とシイ
ノキカズラ群落は海岸域に、ヘクソカズラーリュウキュウボタンズル群落は集落域に、ノア
サガオ群落は集落外の低地や台地段丘の道路と耕地周辺などの人里環境域に､エビズル群落、
リュウキュウテイカカズラ群落、イルカンダ群落とサカキカズラ群落は台地段丘と丘陵地に
それぞれ分布の中心があると考察された。
3．ハカマカズラーナンテンカズラ群落、シイノキカズラ群落、エビズル群落、リュウキュウ
テイカカズラ群落、イルカンダ群落とサカキカズラ群落がマント群落であると認められた。
一方ノアサガオ群落とヘクソカズラーリュウキュウボタンズル群落はマント群落に含めるべ
きかどうかについて保留された。
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